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　　　　　　　1－Aldosteroneを用い，抽出操作を要

しない血漿アルトステロン測定法の検討
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　われわれは3H一標識アルトステロンを用いる血漿

aldosterone（PAC）の測定法についてすでに報告し

てきた（ホと臨，25：673，1977）が，今回新たに開

発された1251一標識アルトステロンを用いるPACの

簡易測定法（Dinabott社製Kit）についても基礎的お

よび臨床的応用の検討をしたので報告する。　本Kit

ではaldosterone－3－oxi　rn　e　bo▼ine一γ一globulinに

よる特異性の高い抗aldosterone血清を用いており，

他のsteroidとの交叉反応性はDeoxycorticosterone，

Corticosteroneに対しおよそ0．009％，　Cortisol

に対しO．OOO1％と極めて低値であった。本Kitの操作

概要は検体血漿又は標準aldosterone溶液と1251－

aldosterone溶液を各100μe，抗血清SOOμeを混和
し，4’C24時間incubate後，polyethy　lene　gly　eol　l

meを加え遠沈しその沈澱をヵウソトした。　本法によ

るPAC測定の測定内変動は平均7．6％．測定間変動は平

均1L2％であった。　健常者8名のPACは53±2．3

nS／de（Mean±SD），本態性高血圧症12例のPAC
は5．9±3．0・nS／de，原発性アルトステロン症6例の

PACは40．9±1　O．O　nθ／de，　腎血管性高血圧症5例の

PACは22．g±5．6nθ／de，偽性アルトステロソ症3例

のPACは2．2±0．5nS／d2，　SIADH　3例のPACは2．1

±O．4　nS／deであった。　PAC測定値をCIS社Kit（y）

とDinabott社Kit（x）とで比較してみると，y＝LO25x

十〇．56，r＝0．92（n＝45）と良好な相関を認めた。

本Kitでは特異性の高い抗体と比放射能の高い標識ア

ルトステPンを用い，少量の検体から抽出操作なしに

血漿アルトステρンを測定し得る特長を有しており，

その測定値は臨床所見とよく一致したので，臨床応用

が可能である。
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